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商学研究第49巻第3号 (385) 123 

氏 名

均

職名

准教授青木

[著書]

著者・編者名 単-共 タイトル 出版社 発行年月 共著の場合.分担箇所とタイト Jレ

第3章「消費者と流通J.第
青木均・石川和男・

オ土 新流通論 創成社 2007年4月
4章「小売業者と流通J.第

尾碕員 ・斎藤忠志 9章第3節 iSPAの広がりJ.
第9章第4節「小売業国際化」

宮沢永光監修 共 基本流通用語辞典 〔改訂版〕 白桃書房 2007年5月 辞典流通関連用語51項目

青木均 単
小売業態の国際移転の研究一一移転

成文堂 2008年3月
に伴う小売業態の変容

岩永忠康 ・佐々木保
士}t、流通と消費者

慶謄義塾大学
2008年4月 第5章 「流通の国際化」幸編著 出版会

[論文]

路
一
析
一
究

院
一
分
一
研

除
一
域

一
通

矧
一
地
一
流

小売業態の国|際移転とそれに伴う変容の研究

掲載雑誌名

地域分析

平成17年度~平成19年度科学
単 |研究費補助金(基盤研究C)

研究成果報告書

[口頭発表(学会・講演等)]

タイ トル

小売業態の国際移転研究一一小売業態の変容を中心に

学会等名称

日本商業学会中部部会

氏 名 職名

市野初芳 教授

[著書]

著者・編者名 単-共 タイト 1レ 出版社 発行年月 共著の場合.分担簡JiJFとタイ トル

山田庫平 吉村聡編
共 現代簿記の基礎 中央経済社 2008年3月

第田部第17掌.特殊商品売買
著 の処理

山田庫平責任編集 二ノ比、経営管理会計ハンドブック
東京経済情報

2008年3月
第V編第3 グローパル化と

出版 管理会計

山田庫平 吉村聡編
共 原価計算の基礎知識

東京経済情報
2008年5月

第W編S13ライフサイクル・
著 出版 コステ ィング
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[論文]

タイトル 掲載雑誌名

マレーシアにおける会計プロフェ yション養成への取組|尚 |明治大学経営学研究所 『経営
み 1 _'_'I論集J

[研究ノート，資料，調査]

タイトル |単計 掲載雑誌名

マレーシアにおける職業会計士に対する規制システム |単|愛知学院大学論叢『商学研究J

[口頭発表(学会・講演等)]

タイトル

中小企業税制を巡る諸問題

氏 名 職名

岡田義昭 教授

タイト 1レ

単 Ir現代経済理論 :第2版J

岡田義昭

[論文]

単 Ir開放経済下の新マクロ経附析
理論的 ・実証的アプローチ』

タイト 1レ

「東アジアにおけるビジネス ・サイクルの動学的波及」

「開放経済 Fの "~~rr" IS-LM 体系と日米経済」

「為替レート の変動と外国為替市場」

ill昨買力平価 理論と実証j

「中国人民元論考」

「新 IS-LM体系 理論的 ・実証的分析J
「為替レート変動と通貨建て選択 理論と実証」

「開放経済化のビジネス ・サイクル 理論と実証」

[口頭発表(学会・講演等)]

タイトル

「ビジネスのグローパル化と国際金融の新たな枠組み」

その他

学会等名称

単，j~ 掲¥1武雑誌1'1

単
愛知学院大学産業研究所報

『地域分析J
単 『愛知学院大学論叢商学研究J

単
愛知学院大学産業研究所報

『地域分析J

単 『愛知学院大学論叢・商学研究j

単
愛知学院大学産業研究所報

『地域分析J
単 『愛知学院大学論叢商学研究j

単 『愛知学院大学論叢・商学研究j

単
愛知学院大学産業研究所報

『地域分析J

年:会等名称

医石「根津永二先生のことJr愛知学院大学論叢 商学研究J第49巻第 1号 20侃年10

巻 .'~号 発行年月

第46巻第 I号 2007年9月

第48巻第 1号 2007年12月

第46巻第2号 2008年3月

第48巻
2008年3月

第2.3号

第47巻第 1号 2008年9月

第49巻第 l号 2008年10月

第49巻第2号 2009年3月

第47巻第2号 2009年3月
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氏 名 職名

梶浦雅己 教授

[著書]

著者 ・輔者名 タイトル

梶浦雅己 (編著) I共 |国際ビジネスと技術標準

新宅純三郎 ・江藤学 I_u_ 1 
|共 |コンセンサス標準化(編著) I /， I 

[論文]

タイトlレ 単 'J~ 掲載雑誌名 巻号 発行年月

国際標準のコンソーシアム 単 日本貿易学会年報(査読論文) 45号 2008年3月
技術と市場のイノベーション普及戦略(その 1) 単 地域分析 46巻2号 2008年3月

A Change by the Consortium in ICT Stanclarclization (英文) 単
The Proceeclings o[ 

Vo1.33 2008年8月
WASET(査読論文)

The Consoutium-Strategic Stanclarclizaition Mechanizm in 
単
The Proceeclings ofTMC 

特別号 2008年10月|ICT(英文) JAPAN 2008 (査読論文)

[口頭発表 (学会・ 講演等)]

タイトル 単.!¥ 学会等名称 発表場所 発表年月

バイオメトリクス 単
国際ビジネス研究学会中部部

中京大学 2007年4月i三与三
標準化のマーケティング 単 日本商業学会ワークショップ 甲南大学 2007年5月
業界団体の研究サーベイ 単 日本貿易学会全国大会 同志社女子大学 2007年6月
グループによる戦略提携 単 世界経済フォーフム 東京如水会館 2008年6月
A Change by the Consortium in ICT Stanc1ardization (英語) 単 WASET 2008(国際会議) シンガポール 2008年8月
The Consoutium-Stralegic Stanc1arc1izailion Mechanizl1l in 

単 TMC JAPAN 2008 (国際会議) 東京大学 2008年10月ICτ(英語)

技術普及と収益化のビジネスモデル 単
国際ビジネス研究学会全国大

岡山大学 2008年10月
L工、王

その他

経済産業省標準化経済性研究会委員を委嘱 (2007.4~2008.6)

氏 名 職名

片山誠 一 教授

[論文]

タイト ル 挙・共 掲載雑誌名 巻・号 発行年月

Internationα1 journα101 Pure 
On stochastic model of common property 

共
and ApPlied Mathematic (with 

vo1.39 #2 2007年6月
resource economy anc1 ruin probability Masatoshi Fujisaki anc1 D 

Zhang) 

Review 01 Development 
Sustainability or ruin of a resource economy with 

共 Economics (with Fujisaki Vol.l1， #2 2007年5月
ranc10mjump 

Masatoshi anc1 Ohta Hiroshi) 

Status-Seeking with Public Capital ancl an Exhaustible 
Optimal Control Aρρlication 

1七 and Methods (with Ngo Van forthcoming 
Resources 

Long) 
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FDI as a Signal of Quality 

海外直接投資，輸出貿易と品質に関するシグナル効果

[口頭発表 (学会 ・講演等)]

タイト 1レ

FDI as a Signal of Quality 

ditto 

Status-Seeking with Public Capital and an Exhaustible 
Resources 

氏 名 職名

小池秀 夫 教授

[研究ノート，資料，調査]

タイトル

[資料]高蔵寺ニュータウンの人口の地域差

氏 名 ~I故 名

後藤俊明 教授

[翻訳書]

著者 ・編者名 タイトル

共 |EmomicLetters (With kaz 
Miyagiwa) 

単 Ir商学研究J

単

単

単.

学会{!f名称

European Trade Study Group 
(ETSG)， ETSG 2007 Athens， 
Ninth Annual Conference 

Otago Workshop in 

International Trade 

The 4th Annual Conference 
of APEA(Asian-Pacific 
Economic Association) 

掲載雑誌名

『商学研究J

ハイン リヒ .A.ヴィ I_LL I r自由と統ーへの長い道 第 I巻
|共|

ンクラー I " Iドイツ近現代史 1789-1933年J
ハインリヒ .A.ヴイ I".L I r自由と統ーへの長い道 第E巻
ンクラー |パ|ドイ ツ近現代史 1933-1990年J

[その他}

タイ トル

[書評]北村昌史 『ドイツ住宅改革運動一一 19世紀の都市
化と市民社会一一』

[口頭発表(学会・講演等]

タイト 1レ

19世紀の 「住」をめぐる新しい研究
住宅改革運動j(2007年)によせて

二つの 「ドイツ特有の道」と 「ポスト古典的」国民国家

ヴインクラー『自由と統ーへの長い道Jをめぐって

|単

掲載雑誌名

『西洋史学J

古学会等名称

ドイ ツ現代史研究会

産業研究所

発表場所 発表年月

Athens 

University of September 

Economics and 13-15， 2007 

Business. 

University of March 28 

Otago， NZ 29.2008 

Central 

University of 

Finance and December 

Economics 13-14，2008. 
(北京中央財経

大学)
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氏 名 職名

小見山隆行 | 准教授

[論文]

タイトル

会計観の変容と利益計算原理

江戸期商人と商業道徳

日本の企業家精神の生成についての考察

[研究ノート，資料，調査]

タイト Jレ

インターネ ット等による消費者と企業とのコミュニケー

ションに関する調査研究

大学生の就職意識に関する調査研究

[口頭発表 (学会 ・講演等]

タイト lレ

高等教育機関におけるキャリア教育の考察

日本の企業家精神の生成についての一考察

日本の企業家精神の生成についての考察

氏 名 職名

近藤万峰 l 准教授

[著書]

著者・編者名 i単・共| タイトル

単'i¥

単

単

単

|共

掲載雑誌名

愛知学院大学論叢『商学研究J

日本商業教育学会『商業教育

論集J
日本産業利学学会『研究論叢』

掲載雑誌名

愛知学院大学流通利

学研究所所報 『流通研究J
愛知学院大学流通利

学研究所所報『流通研究J

掲載雑誌名

単|日本産業科学学会全国大会

単|日本産業利学学会中部部会

単|日本産業利学学会全国大会

『ポス トバブル期の金融機関の行動

近藤万峰 |単卜新しい時代のリテール金融の確立

に向けて 』

{論文]

タイトル 単 町 j~ 掲載雑誌名

「地域密着型金融推進計画の展開とリレーションシップパ

ンキングの現実 愛知県アンケート調査に基づく中小企 封二 『金融構造研究J
業と銀行のリレーション シッブの分析 」

「住宅金融支援機構の証券化支持事業が地域の住宅金融情
オ，土、 『会計検査研究J

勢に与えた影響」

「どのような信用金庫が格付けの取得に積極的かJ(査読
単 『生活経済学研究J

付き)

「政府系金融機関の改革の下での中小企業の資金調達環境

と新しい資金調達手段の利用 愛知県アンケート調査か 北 『年報 中部の経済と社会』

ら見える課題一」

How Has ]apanese Housing Finance Agency's Flat 35 
封二 Government Auditing Review Af[ected Regional Housing 1ρan Market? 

「地方銀行における庖舗 ・ATM戦略の現状主展望J 単 『地銀協月報J
「地域における金融市場の環境と地域銀行の預金金利J(査

単 『生活経済学研究J
読付き)

「金融機関を取り 巻く環境の変化と金融機関の行動」 単 『商学研究.1 (愛知学院大学)

(389) 127 

巻-号

竺2抽竺8年3里月」第48巻

第2・3号

第19集 2009年3月

第14号 2009年3月

巻・号 発行if月

第29号 2007年5月

第36号 2007年9月

第27巻 2008年3月

2008年3月

Vol.l5 2008年3月

第579号 2008年9月

第28巻 2008年9月

第49巻第 1号 2008年10月
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[口頭発表(学会・講演等)]

タイトル

「地方銀行における庖舗 ・ATM戦略の現状と展望」

「地方銀行における庖舗 ・ATM戦11洛の現状と展望J

その他

掲載雑誌名

金融構造研究会

日本金融学会中部部会

報告論文 「銀行の経営健全化と預金市場の市場規律J(永田邦和氏 (鹿児島大学))の討論者 地域金融コンブアランス
於大阪大学 2008年3月。

日本金融学会中部部会第l報告の座長 於名古屋大学 2008年6月。

氏 名

斎藤忠志

[研究ノート，資料，調査}

タイ トル

学生の買物施設評価に関する調査研究

学生の職業イメージに関する調査研究

氏 名

酒井邦雄

[論文]

タイトル

職名

教授

職名

教授

東海ものづくり高IJ生プロジェク トの現状と課題

氏 名 職名

志野澄人 講師

[著書]

著者 曹編者名 タイトル

日本経営倫理学会編 |共|経営倫理用語辞典

掲載雑誌名

愛知学院大学流通利学

研究所所報 『流通削究J
愛知学院大学流通干|

学研究所所報『流通研究J

掲載雑誌名

『商学研究j
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[論文]

氏

城

名

r.久
H生

タイトル

12007年わが国の食品表示問題について」

職名

准教授

「食品表示適正化に向けた取組みについて」

[口頭発表 (学会 ・講演等)]

タイ ト1レ

「わが国における食品輸入の現状と消費者問題」

氏 名 職 名

田畑康人 教授

タイトル

共|保険学のフ ロンテイア

[li耳究ノート]

タイトル

健康を経済から干:1学する

本利通信講座 保険総論 (CD-ROM 約120分)

「コンブライアンスJ. 1顧客満足度 (CS)J. 1ステークホル
ダー」について考える(メールマガジン)

[口頭発表(学会・講演等)]

タイトル

健康を経済から科学する

日本人の 「危険」認識と リスク

氏 名 職名

宮原正人 准教授

{著書]

著者 ・編者名 タイトル

朝岡敏行 ・関川靖編
著 |共|消費者サイドの経済学

単ー共

単

単

単

掲載雑誌名

『流通研究j(愛知学院大学

流通科学研究所所報)

『流通研究j(愛知学院大学

流通利学研究所所報)

掲載雑誌名

病気にならない楽しい生き方

(資料)

損害保険事業総合研究所

損害保険事業総合研究所

学会等名称

あいち健康長寿産業クラス

ター推進協議会

単|愛知学院大学秋期公開講座

(391) 129 

巻キま 発行年月

2007年5月

本科通信講座 2007年7月

本干:1通信講座 2007年9月
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[口頭発表 (学会・講演等)]

タイト 1レ 単.3~ 学会等名称 発表場所 発表年月

経済が暮らしに与える影響 (続) 単 名古屋市消費生活センター
名占屋市消費生

2007年7月i舌センター

生活の中の経済学 単
市IIIJ連携口座(岡崎市消質経 愛知県西二河総

2008年2月i斉教室) 合庁舎

経済の基礎知識 単
消費生活相談員育成支援講座 第2杉浦ピル

2008年6月
(中部部会) (名古屋市中区)

経済学の見方，読み方 単 名古屋市消費生活センター
名古屋市消費

2008年7月
生活センター

その他

山中高光 ・関川靖「日本の家計の金融商品の選択について」コメンテーター. 日本消費経済学会中部部会(椙山女学園大
学星ヶ正キャンパス).2007年9月29日

山中高光「日本のエンゲル係数の推移について」コメンテーター， 日本消費経済学会中部部会 (中京大学).2008年2月
23日

氏 名

吉田聡

[論文]

タイト Jレ

Javaプログラムの実行状態の視覚化について

氏 名

吉田雅彦

[口頭発表 (学会 ・講演等)]

タイト Jレ

格差一豊かさの中の貧困

氏 名

脇田弘久

{論文]

タイ トル

グリーン ・サービサイジングに関する一考察

[研究ノート，資料，調査]

職名

准教授

職名

教授

職名

教授

掲載雑誌名

「地域分析j

学会等名称

愛知学院大学公開講座

t島松雑誌名
単 |愛知学院大学論叢『商学研究J

タイトル |単刈 掲紋雑誌名

インターネ y ト等による消費者と企業とのコ ミュニケ一|北 |愛知学院大学流通科学研究所
ションに関する調査研究 |ハ |所報 『流通研究J
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大学生の就職意識に関する調査研究

[口頭発表 (学会・ 講演等)]

タイトル

環境マーケテイングに関する一考察

グリーン ・サーピサイジングに関する一考察

氏 名 職名

j度遅隆俊 | 准教授

[論文]

タイトル

「輸入原油価格の囲内価格波及の日米比較」

「投入構造と 産出構造からみた産業クラスターの地域別特

性-2000年の関東・中部・近畿を例にとって一」

[口頭発表 (学会 ・講演等)]

タイトル

"]apan-U.S. comparison o[ the domestic ripple e[fect of 
imported oil price 

「景気の見通しと私たちの暮らし」

「産業連関分析による資源節約技術の日米比較」

「産業クラスターの地域別特性」
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